
                                                      （別添様式１） 
 

令和２年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
 

機関・団体等の名称 
 

一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 
事業等の名称 高校生の現場見学会 

 
主な対象者 
 

高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 
 

現場見学 

１．実施時期 
 (1)令和２年１０月１３日（火）１２時５０分～１４時３０分 
 (2)令和２年１１月１０日（火）９時～１５時 
 
２．実施場所 
 (1)鳥取自動車道下味野高架橋上部工事 鳥取市下味野 

 (2)①国道 178 号（岩美道路）橋梁下部工事（１工区）岩美郡岩美町浦富 
   ②  〃  （ 〃 ）橋梁上部工事（浦富高架橋）（２工区）岩美郡岩美町浦富 
   ③  〃  （ 〃 ）東浜工区概要説明・東浜トンネル工事現場見学 

   岩美郡岩美町陸上～牧谷 
   ④  〃  （ 〃 ）改良工事（浦富高架橋）（１工区）岩美郡岩美町陸上～牧谷 
   ⑤鳥取屋内プール 25 メートルプール改修外工事（建築・電気設備）鳥取市天神町 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
 (1)鳥取県立鳥取緑風高等学校  
    総合学科昼間部１・３・４年生 50 名 引率教諭 5 名 
 (2)鳥取県立鳥取工業高等学校  

建設工学科１年生 36 名 引率教諭 2 名 
 

４．共催・単独等の開催状況  単独 
   
５．事業等の内容 
     現場見学及び現場見学会感想文の配布 
   
６．期待される効果（実施結果：効果） 
   建設業への理解と関心を高め、進路意識の高揚 
   
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
   見学現場の選定 
 
８．従前の取組と比較して変更や追加、工夫した内容 
   
９．その他 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



（別添様式１） 
 

令和２年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
 

機関・団体等の名称 
 

一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 
事業等の名称 高校生の職場体験実習 

 
主な対象者 
 

高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 
 

体験学習、職業体験 

１．実施時期 
  令和２年１１月１０日（火）～１２日（木）３日間 米子工業高等学校 
 
２，実施場所 
   鳥取県内 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
    鳥取県立米子工業高等学校２年生（土木 11 社 19 名、建築 9 社 21 名） 
 
４．共催・単独等の開催状況  単独（各地区建設業協会会員企業が受入れ） 
 
５．事業等の内容 
     職業体験を行う研修 
   
６．期待される効果（実施結果：効果） 
   職業選択におけるミスマッチの減少 

社会人としてのコミュニケーション能力の育成及びマナー習得 
   望ましい勤労感、職業観を養う建設業への理解と関心を高め、進路意識の高揚 
   
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
    
    
８．従前の取組と比較して変更や追加、工夫した内容   
   
９．その他 
  受入れ企業は、鳥取県の「インターンシップ研修受入企業支援交付金」 

を利用し、人件費の助成を受ける   
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機関で部数を

揃え、期限までに事務局へ提出してください。 

 

 

 

 



（別添様式１） 
 

令和２年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
 

機関・団体等の名称 
 

一般社団法人 鳥取県建設業協会 

 
事業等の名称 地元新聞を利用した情報発信 

 
主な対象者 
 

一般 

主な取組区分 
 

広報誌、新聞、インターネット 

１．実施時期 
  (1)令和２年８月３０日（日） 

    (2)令和３年１月  １日（金） 

 
２．実施場所 
  日本海新聞 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
  一般 
 
４．共催・単独等の開催状況 
  単独 
 
５．事業等の内容 
   (1)日本海新聞の防災の日特集号に、「災害から地域を守る 建設業の役割」と題し、

災害時の建設業界の活動についての記事を掲載 
 
   (2)日本海新聞の新年特集号に、建設業界の「働き方改革」についての記事を掲載  

  
６．期待される効果（実施結果：効果） 
  建設業の役割を広く周知する イメージアップ 
   
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
   
８．従前の取組と比較して変更や追加、工夫した内容 
   
９．その他 
   
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機関で部数を

揃え、期限までに事務局へ提出してください。 

 

 

                                                



災害への早めの備え大切

今
後
の
大
雨
に
備
え
、
設
置
し
た
排
水
ポ
ン
プ
を

点
検
（
７
月

日
、
福
岡
県
朝
倉
市
内
）

県内各地で水防訓練　　土のう製作、設置連携確認

熊本県に派遣された鳥取河川国道事務所の
ＴＥＣ｜ＦＯＲＣＥ隊員が道路崩壊現場で
被害状況を調査（７月 日、熊本県八代市
内）＝同事務所提供

大規模な自然災害が頻発する中、災害現場の最前線で初動対応を担う

地域の建設業。最近では2016年秋の鳥取中部地震や 、 年冬の大雪、

年夏の西日本豪雨のときもそうだった。災害は突然やってくる。水防

訓練などで地元の非常事態に備える一方、甚大な被害を受けた県外の被

災地に出動して災害応急支援に励むこともある。災害時にインフラ機能

を維持し地域の暮らし、経済を守る建設業界の動きを紹介する。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け

付
け
、
初
動
対
応
に
当
た
る
鳥

取
県
内
の
建
設
業
者
と
行
政
が

出
水
期
に
備
え
、
台
風
の
接
近

や
河
川
の
増
水
を
想
定
し
た
水

防
訓
練
を
各
地
で
行
っ
た
。
土

砂
や
水
を
せ
き
止
め
る
土
の
う

を
製
作
し
、
迅
速
に
設
置
す
る

作
業
の
進
め
方
を
確
認
す
る
な

ど
、
地
域
防
災
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
感
を
放
っ
た
。

鳥
取
県
東
部
建
設
業
協
会

（
東
部
協
会
、

社
）
は
６
月

５
日
、
鳥
取
県
と
合
同
水
防
訓

練
を
実
施
し
た
。
重
さ
が
１
個

１
㌧
以
上
あ
る
土
の
う
を

個

製
作
し
、
ク
レ
ー
ン
車
で
積
み

重
ね
て
堤
防
を
補
強
す
る
ま
で

の
連
携
を
確
認
し
た
。

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

鳥
取
県
建
設
業
協
会
（
２
７
６

社
）
が
県
に
今
年
１
月
、
大
型

土
の
う
千
袋
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

１
０
０
枚
を
寄
贈
し
た
の
を
機

に
、
同
訓
練
が
初
め
て
実
現
。

東
部
協
会
員
や
鳥
取
県
土
整
備

事
務
所
な
ど
か
ら

人
が
参
加

し
た
。

３
日
後
に
大
型
台
風
が
上
陸

し
、
岩
美
町
の
蒲
生
川
と
小
田

川
の
合
流
地
点
で
堤
防
決
壊
の

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
設
定
。
鳥

取
市
内
の
土
砂
仮
置
き
場
で
土

の
う
を
製
作
し
、
ト
ラ
ッ
ク
で

岩
美
町
内
の
堤
防
へ
搬
送
し

た
。
東
部
協
会
の
由
宇
正
実
会

長

は
「
〝
空
振
り
〞
に
な

っ
て
も
い
い
か
ら
災
害
に
対
す

る
早
め
の
準
備
、
対
応
が
大
事

だ
」
と
強
調
し
た
。

鳥
取
県
西
部
建
設
業
協
会

（
西
部
協
会
、

社
）
は
５
月

日
、地
域
住
民
に
呼
び
掛
け
、

土
の
う
を
製
作
、
設
置
し
河
川

の
氾
濫
に
備
え
る
事
前
水
防
活

動
を
南
部
町
の
小
松
谷
川
左
岸

で
初
め
て
行
っ
た
。

西
部
協
会
員
や
住
民
、
県
や

町
の
職
員
を
合
わ
せ
て
約

人

が
参
加
し
た
。
土
の
う
の
製
作

班
、
設
置
班
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
作

業
。
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
約

㍍
区
間
に
約
４
５
０
個
（
重
さ

１
個

㌔
）
の
土
の
う
を
２
段

に
積
ん
だ
。

同
活
動
に
企
画
段
階
か
ら
関

わ
っ
た
西
部
協
会
の
舩
越
秀
志

副
会
長

は
「
災
害
時
の
初

動
に
は
地
元
の
協
力
が
不
可

欠
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
・

減
災
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

ク
レ
ー
ン
車
で
土
の
う
を
積
み
重
ね
る

６
月
５
日

岩
美
町
内

袋
に
土
を
入
れ

土
の
う
を
作
る

５
月

日

南
部
町
内

被
災
地
に
災
害
応
急
支
援

■
７
人
が
九
州
へ

今
年
７
月
３
日
以
降
、
九
州

各
県
を
中
心
に
全
国
各
地
に
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
」
。
九
州
で

は
１
級
河
川
の
筑
後
川
や
球
磨

川
が
氾
濫
し
、
浸
水
や
土
砂
崩

れ
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者

人
に
迫
っ
た
。
集
中
豪
雨
に

よ
る
恐
ろ
し
い
水
害
が
今
年
も

起
き
た
。

九
州
地
方
の
大
雨
特
別
警
報

は
熊
本
、
鹿
児
島
県
に
４
日
午

前
４
時

分
、
福
岡
、
佐
賀
、

長
崎
県
に
６
日
午
後
４
時
半
に

発
令
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨

よ
り
長
期
間
雨
が
降
り
続
く
可

能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中

国
地
方
整
備
局
は
Ｔ
Ｅ
Ｃ
｜
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）

を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、７
日
、

災
害
協
定
を
結
ぶ
「
み
た
こ
土

建
」
（
米
子
市
八
幡
）
に
被
災

地
で
の
災
害
応
急
支
援
を
要

請
。
同
社
は
、
そ
の
日
の
う
ち

に
社
員
７
人
を
被
災
地
に
送
り

出
し
た
。

７
人
は
堤
防
決
壊
な
ど
で
浸

水
し
た
住
宅
地
の
水
を
河
川
へ

戻
す
排
水
ポ
ン
プ
車
と
夜
間
作

業
の
た
め
の
照
明
車
各
１
台
に

乗
り
込
み
、
倉
吉
河
川
国
道
事

■

時
間
体
制
で
警
戒

務
所
か
ら
約
５
０
０
㌔
先
の
現

地
を
目
指
し
た
。

関
門
橋
が
雨
で
通
行
止
め
と

な
り
、
８
時
間
の
足
止
め
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
各
地
か
ら
の

応
援
部
隊
が
集
ま
る
福
岡
県
久

留
米
市
に
到
着
し
た
の
が
８
日

午
後
。
任
務
地
は
筑
後
川
流
域

の
原
鶴
排
水
樋
管
（
同
県
朝
倉

市
）
に
決
ま
っ
た
。
床
上
浸
水

し
た
温
泉
街
の
排
水
作
業
に
備

え
、
堤
防
に
ポ
ン
プ
の
据
え
付

け
を
完
了
し
た
の
が
９
日
午
後

時
だ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
水
は
引
い
て
い

た
。
し
か
し
、
九
州
北
部
は

■
地
元
の
有
事
顧
み
る

日
に
か
け
て
非
常
に
激
し
い
雨

が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
被
害
拡

大
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
二

次
災
害
に
警
戒
し
つ
つ
、
い
つ

で
も
排
水
ポ
ン
プ
を
作
動
で
き

る
態
勢
を
と
り
続
け
た
。
幸
い

に
も
そ
の
後
ポ
ン
プ
を
作
動
す

る
こ
と
は
な
く
、

日
に
全
員

が
帰
路
に
就
い
た
。

同
社
の
災
害
応
急
支
援
は
一

昨
年
夏
の
広
島
・
岡
山
、
昨
年

秋
の
宮
城
に
次
い
で
３
年
連
続

と
な
る
。
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

高
本
龍
次
さ
ん

は
「
知
ら

な
い
土
地
で
道
路
が
浸
水
し
て

い
る
と
、
現
場
に
到
着
す
る
ま

■
国
土
強

化
推
進
を

で
が
大
変
。
危
険
を
伴
う
作
業

だ
か
ら
、
常
に
慎
重
な
行
動
を

心
掛
け
た
」
と
振
り
返
る
。

九
州
で
待
機
し
て
い
る
間
、

江
の
川（
島
根
県
）の
氾
濫
（

日
）
を
知
り
、
地
元
の
こ
と
が

気
掛
か
り
だ
っ
た
。
米
子
市
内

で
道
路
が
水
没
し
た
と
き
な
ど

を
想
定
し
、「
車
で
走
れ
る
（
高

さ
の
あ
る
）
避
難
ル
ー
ト
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
か
」
。
改
め

て
地
元
の
有
事
対
応
を
顧
み
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

「
普
段
か
ら
継
続
的
に
河
床

掘
削
や
堤
防
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
な
ど
が
防
災
・
減
災
に
つ

な
が
る
」
と
訴
え
る
鳥
取
県
建

設
業
協
会
の
由
宇
正
実
会
長

。
ひ
と
た
び
地
元
で
災
害

が
起
き
れ
ば
、
真
っ
先
に
現
場

に
出
向
い
て
応
急
対
策
に
当
た

り
、
県
民
の
命
と
安
全
を
守
る

建
設
業
界
の
声
を
代
弁
す
る
。

折
し
も
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
す

る
緊
急
経
済
対
策
の
財
政
出
動

が
膨
ら
む
中
、
国
土
強

き
ょ
う

じ
ん

化

の
た
め
の
３
カ
年
緊
急
対
策

（
２
０
１
８
〜

年
）
後
の
予

算
措
置
を
危
惧
。
災
害
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
上
で
、
国
土
強

化

対
策
の
拡
充
を
求
め
て
い
る
。

夜間 激しい雨の中で 排水ポンプを据え付ける
７月９日 福岡県朝倉市内

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

( 第３種郵便物認可 ) （２）２０２０年 (令和２年 )８月３０日　日曜日( 第３種郵便物認可 ) （２）２０２０年 (令和２年 )８月３０日　日曜日



国道178号「岩美
道路」浦富高架橋
の上部工事（岩美
町、2020年 月）

労働時間の縮減

休日の取得向上

・ノー残業デーの設定

・固定残業代の導入

・各現場で月間シフト計画表作成

・現場配置職員の増員

・残業、休日出勤は事前申請

・年次休暇の取得状況をグラフで

可視化

・振替休日の指導

・公共工事は週休２日を取得

・現場の祝日、日曜休み

・朝礼などで年次休暇取得の呼び

掛け

・男性の育休取得推進

労働災害の防止

健康の増進

・朝礼時に安全作業を確認

・社内安全大会の実施

・社内安全パトロールの実施

・熱中症対策に空調服支給

・定期健診受診の徹底、希望者に

健康指導

・受動喫煙防止のため、建物内全

面禁煙

・メンタルヘルス

対策の充実

県内企業の主な労働環境改善対策

夢と希望の持てる産業に

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

鳥
取
県
で
は
、
地
域
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
建

設
業
の
高
齢
化
と
人
手
不
足

の
顕
在
化
を
受
け
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
を
図
る
た

め
、
施
工
時
期
の
平
準
化
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事
の
試
行
に
よ

り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や

生
産
性
の
向
上
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
労
働
者
の
処
遇

改
善
を
図
る
な
ど
、
多
角
的

な
視
点
で
業
界
の
働
き
方
改

革
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
業
界

の
女
性
が
中
心
と
な
り
、
誰

も
が
働
き
や
す
い
建
設
産
業

を
目
指
し
た
魅
力
発
信
等
の

新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
お
り
、
県
と
し
て
も
現
場

の
力
強
い
動
き
に
期
待
し

て
、
こ
れ
を
後
押
し
す
る
施

策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
力
が
飛
躍
す
る
、
さ

ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
建
設
業

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
地
域

の
明
日
を
切
り
開
く
「
ふ
る

さ
と
未
来
創
造
産
業
」
と
し

て
、
ま
た
地
域
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
「
地
域
の
守

り
手
」
と
し
て
、
建
設
業
が

持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
今
後
も
多
面
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

現
場
の
力
強
い
動
き
に
期
待

鳥
取
県
知
事

平
井
伸
治
氏

鳥
取
屋
内
プ
ー
ル

㍍
プ
ー
ル
改
修
外
工
事

鳥
取
市

２
０
２
０
年

月

井
木
組
の
現
場
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

働き方を変える週休２日モデル工事をＰＲする看板 鳥取市内

人々が安心して暮らせるまちづくりや社会基盤整備に関わ

り、災害時にはいち早く現場に赴いて復旧・復興活動を担う建

設業界。技能・技術系の労働者不足の解消に向け、鳥取県建設

業協会276社 に加盟する多くの企業が、労働時間の縮減や休

日の取得向上など就労環境の改善に着手し、その先に若い世代

の定着と人材確保を見据える。建設業を夢や希望の持てる産業

にしていくため、業界の働き方改革は今後も着実に進みそうだ。

就
労
環
境
改
善
し

人
材
確
保

働
き
方
改
革
の
推
進
は
、
会
員

企
業
の
若
者
の
入
職
を
促
し
、
生

産
性
の
高
い
魅
力
あ
る
業
界
に
し

て
い
く
の
に
必
要
な
こ
と
だ
。
鳥

取
県
建
設
業
協
会
の
由
宇
正
実
会

長

に
聞
い
た
。

―
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
２
０
２
４
年
、
土
木

建
設
業
界
に
適
用
さ
れ
る
。

鳥
取
県
内
で
も
す
で
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
労
働
環
境
改
善
へ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
長
時
間
労
働
の
是

正
は
進
ん
で
い
る
が
、
規
制
の
適

用
は
カ
ン
フ
ル
剤
と
な
る
だ
ろ
う

―
会
員
企
業
の
休
日
は
以
前
と

比
べ
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

週
休
２
日
制
に
向
か
っ
て
い
る

の
は
確
か
。
将
来
的
に
担
い
手
を

確
保
、
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
道
だ
。
実
現

に
は
週
休
２
日
工
事
の
普
及
や
工

期
の
適
正
化
、
経
費
の
上
乗
せ
な

ど
民
間
工
事
を
含
め
た
発
注
者
の

理
解
も
必
要
。

―
業
界
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な

影
響
を
受
け
た
。

資
材
の
納
期
遅
延
か
ら
工
期
の

延
期
、
工
事
の
中
止
・
白
紙
化
に

よ
る
受
注
減
な
ど
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
一
方
、
発
注
者
や
メ
ー

カ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
リ
モ
ー

ト
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
事
務
作
業
が
あ
る
施
工
管
理

職
や
設
計
業
務
で
テ
レ
ワ
ー
ク
化

が
進
む
な
ど
働
き
方
に
変
化
を
も

た
ら
し
た
。

―
今
後
の
展
望
は
。

国
土
強

き
ょ
う

じ
ん

化
に
向
け
た

年

度
か
ら
の
５
カ
年
加
速
化
対
策

兆
円
規
模
が
決
定
。
う
ち

年
度

分
の
公
共
事
業
費
は

カ
月
予
算

と
し
て
、
こ
の
補
正
予
算
に
約
１

・
７
兆
円
が
計
上
さ
れ
、
安
ど
し

て
い
る
。
若
者
が
地
域
に
貢
献
で

き
る
仕
事
の
や
り
が
い
を
今
よ
り

も
っ
と
感
じ
て
働
け
る
よ
う
に

し
、
業
界
イ
メ
ー
ジ
「
新
３
Ｋ
」

（
給
料
が
良
い
、休
暇
が
と
れ
る
、

希
望
が
持
て
る
）
の
実
現
に
近
付

け
た
い
。

鳥取県建設業協会
由宇正実会長に聞く

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
を
振
り
返
る
由
宇
会
長

新３Ｋ 実現目指す

建設業界の働き方改革

■
月
１
プ
ラ
ス
運
動
展
開

鳥
取
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会

が
２
０
２
０
年
９
月
、
会
員
を
対

象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
回

答
者
の
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士

ら
が
勤
務
す
る
ほ
ぼ
３
分
の
２
の

企
業
で
、
労
働
問
題
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
内
容
で
多

か
っ
た
の
が
、
休
日
の
取
得
や
労

働
時
間
の
縮
減
、
労
働
災
害
の
防

止
、
社
員
の
健
康
増
進
だ
っ
た
。

県
建
設
業
協
会
で
は

年
４
月

か
ら
、
従
来
の
休
日
に
加
え
、
毎

月
１
日
の
休
日
確
保
を
努
力
目
標

と
す
る
「
休
日

月
１
プ
ラ
ス
運

動
」
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、
完
全

週
休
２
日
と
４
週
８
休
の
採
用
、

検
討
し
て
い
る
企
業
が
合
わ
せ
て

・
８
％（
全
国
平
均

・
２
％
）

と
４
割
近
く
に
上
っ
た
。

経
営
者
の
意
識
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
若
手
社
員
の
要
望
で
、
年

間
の
休
日
を
可
視
化
で
き
る
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
「
こ
お
げ
建

設
」
（
八
頭
町
）
の
山
根
敏
樹
社

長

は
「
一
つ
の
現
場
が
終
わ

り
、
次
の
現
場
に
入
る
ま
で
の
間

に
ま
と
め
て
休
み
を
取
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
弾
力
的
な
対
応
を
心
掛

け
て
い
る
。
年
次
休
暇
が
取
り
や

す
い
配
慮
と
雰
囲
気
が
大
事
だ
」

と
強
調
し
た
。

県
内
で
は
国
県
の
公
共
工
事
を

中
心
に
、
工
期
を
伸
ば
す
こ
と
で

掛
か
る
費
用
を
発
注
者
が
支
援
す

■
現
場
支
援
チ
ー
ム
活
躍

る
週
休
２
日
工
事
の
導
入
も
進
む

２
０
１
５
年
の
前
回
調
査
と
の

比
較
で
、
平
均

・
８
時
間
だ
っ

た
超
過
勤
務
時
間
は

・
９
時
間

に
ま
で
減
っ
た
。
回
答
者
の
年
収

が
横
ば
い
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
協
会
事
務
局
は
「
超
勤
、
勤

務
日
数
減
を
考
慮
す
れ
ば
、
就
労

環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
る
と
見
な

す
べ
き
で
は
」と
分
析
し
て
い
る
。

「
井
木
組
」
（
琴
浦
町
）
は

年
４
月
、
「
現
場
支
援
チ
ー
ム
」

を
結
成
し
た
。
技
術
者
の
長
時
間

労
働
の
要
因
だ
っ
た
現
場
作
業
終

了
後
の
写
真
整
理
や
日
報
、
提
出

書
類
の
作
成
作
業
を
代
行
し
、
技

術
者
が
現
場
に
専
念
で
き
る
環
境

■
女
性
活
躍
進
む

を
整
え
た
。
井
木
敏
晴
社
長

は「
現
場
技
術
者
に
余
裕
が
で
き
、

よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
産
性
が
上

が
り
全
体
の
売
り
上
げ
増
も
見
え

て
く
る
」
と
期
待
を
込
め
た
。
ま

た
、

年
に
導
入
し
た
勤
怠
管
理

シ
ス
テ
ム
も
社
員
一
人
一
人
の
意

識
付
け
と
な
り
、
超
勤
時
間
が
目

に
見
え
て
減
っ
た
。

１
５
５
０
人
以
上
い
る
県
土
木

施
工
管
理
技
士
会
の
会
員
の
う
ち

女
性
は

人
程
度
。
「
建
設

力

仕
事
」
と
い
う
固
定
概
念
が
残
る

中
、
女
性
な
ら
で
は
の
経
験
、
感

性
が
生
産
性
向
上
に
生
か
せ
る
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

数
は
増
え
つ
つ
あ
る
。

「
特
段
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
と
話
す
吾
妻
商
事
（
岩
美

町
）
の
土
木
施
工
管
理
技
士
、
永

見
純
子
さ
ん

。
そ
の
理
由
に

挙
げ
た
の
は
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
。
女
性
を
特
別
視
す
る
の
で
は

な
く
、
男
女
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
解

し
よ
う
と
い
う
会
社
の
雰
囲
気
に

救
わ
れ
た
。

「
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
人
に

は
本
当
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
。
今
は
年
次
休
暇
も
取
り
や
す

く
な
っ
た
し
、
現
場
で
関
わ
る
人

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
れ
ば
大
丈
夫
」
。
〝
地
図

に
残
る
仕
事
〞
に
就
く
こ
と
を
夢

見
る
女
性
た
ち
の
背
中
を
押
す
。
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